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地域の皆様、こんにちは。共栄保育園・みのり園です。 

今年もよろしくお願いいたします。本格的な冬の到来です。雪遊びも

楽しいですね。寒さに負けず、元気に過ごしましょう！ 

新型コロナウイルス

やその他の感染症に

も気を付けて、 

感染防止対策をし 

楽しみましょうね！ 

(住所)南区唐橋高田町 58-4              

(Tel)672-4572 (Fax)672-3486                

http://kyoei-hoikuen.or.jp/ 

mail: info@kyoei-hoikuen.or.jp 

 

     で囲まれている活動は、事前

申し込み（電話やメール）が必要です。 

保育相談 平日 10 時～16 時 

お電話でも受け付けています。 

お気軽に声をかけてくださいね。 

園庭開放 平日 11 時～13 時 

砂場遊びや築山で、親子で遊び

ましょう。 

年 末 年 始 

ぽ っ ぽ く ら ぶ 活 動 お 休 み 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園庭に遊びに来てくれているお友達の姿から、【大切にしたい親子の関わり】

についてお知らせします。 

 どちらも、親子で一緒に何かを見て“指差し”していますね。 

左側はすべり台の階段の途中で、塀越しに見える景色を指さして

います。「いつも通っているところだねぇ」とお母さん。信号や車も

見えるとお友達も一緒に指差しします。「あ、トラック通ったねぇ」

と、見つけたものをお母さんが言ってあげていました。 

右側はお池の中を一緒に見ています。保育者が「メダカがいます

よ」と声を掛け、お母さんが「あ、いた！ほら、こっち…」と指を差

すと、お友達も指の方向を見て、めだかを見つけて指さします。それ

を受けて「めだか、いたね」とお母さんが話しかけていました。 

どちらも、『見つけたよ！』という気持ちが込められた指差しです。 

歩行がしっかりしてきて、お外でいっぱい遊び始めたこの時期は、色んなものを

見つけます。 その一つひとつが子どもにとっては感動するものです。“指差し”は

『ことばの前のことば』とも言われるくらいで、子どもは何かを見つけたその喜び

を、まだうまく話せない言葉の代わりに指差しで大好きな大人に示してくれます。 

「そうだねぇ、○○ね」と、大人が寄り添って言葉にしてあげることで、自分の

気持ちを受け止めてもらえた嬉しい経験とともに『これは、○○なんだ』と言葉を

覚えていくことに繋がります。 

これから寒い時期になりますが、暖かく動きやすい服装で、短い時間でもお外で

“いいもの探し”を親子で楽しみたいですね。 

このボール運びも、ほほえましいシーンでした。少し離れた桶にボールが入ってい

て、取りに行っては一つ抱え、ヨチヨチお母さんの方へ運んでいます。その繰り返し

を楽しんでいる途中で、保育者が「ちょうだい！」とお願いすると、はにかみながら

“どうぞ”と渡してくれ、恥ずかしそうにお母さんにぎゅっ  

近くに大好きなお母さんがいるから、ちょっと離れたところも行ってみようと思い、

初めての大人相手のお願いにも応えてあげようと思えるのですね。 


